中性子過剰核21Oの核磁気モーメント by 石橋 陽子 & Yoko Ishibashi














氏 名            石橋陽子 
学 位 の 種 類            博 士 （ 理学 ） 
学 位 記 番 号         博 乙 第  ２９１０  号 
学 位 授 与 年 月 日         平成 ３１年 ３月 ２５日 
学 位 授 与 の要 件         学位規則第４条第２項該当 
審 査 研 究 科         数理物質科学研究科 
学 位 論 文 題 目 
     Nuclear magnetic moment of neutron-rich nucleus 21O 
     (中性子過剰核 21Oの核磁気モーメント) 
      
主 査         筑波大学教授 博士（理学）  小沢 顕 
副 査         筑波大学准教授 博士（理学）  江角 晋一 
副 査         筑波大学教授 博士（理学）  中務 孝 
副 査         筑波大学准教授 博士（理学）  山口 貴之 
                            （クロスアポイントメント） 
 














いう adiabatic field rotation法 (AFR)である。著者は、AFRのための装置を開発し、この装置を 21Oの核
磁気モーメント測定にも使用した。AFRにより、NMRを行う前に、21Oの核偏極量を確認し、実験条件を最
適化した。その後、最適化された条件でβ-NMRにより、21Oの核磁気モーメント測定を行なった。測定結
果は、21O の核スピンは、5/2+であることを示し、核磁気モーメントの絶対値は、1.5090±0.0035 n.m. と決
定された。次に、測定値は、理論値と比較された。理論計算は、殻模型によれば、-1.41 n.m. であり、実
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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 酸素同位体では、安定核 16O は、二重閉殻核であり、球形であることが知られている。一方、中性子過
















平成 31年 2月 18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席の
もと、本論文について著者に説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
